
 

平成２６年度 事業報告 

 

平成２６年度の活動は事業計画に基づき順調に執行された。委員会の活性化、ＨＰの活用、同

期会の開催支援等について積極的な取組みを実施した。 

その他の活動では、会報の発行、新年懇親会の開催など例年の行事の他、市大会では同窓会の

日常的な活性化に取り組んでいる。 

しかし進交会は、「高齢化に伴う会員・会費の減少」と「若年層の同窓会への関心をどう集める

か」等の課題は、相変わらず抱えており、積極的な対応が要請される。引き続き、年代別の会費

収納策の導入や、同期会の開催及びホームカミングデーへの参加協力を積極的に行う他、部活Ｏ

Ｂ会開催推進等により、一人でも多くの若い会員の参加を呼びかけていく所存である。 

 

［Ⅰ］平成２６年度重点目標 

１．高齢化に伴う会員・会費の減少へ対応 

平成２２年度より会費のコンビニ払いを導入し納入窓口を増やすことにより、年々成

果を上げてきたが、本年度の会費収入は５，７１８，０００円であった。これは終身会

費を５０，０００円から３０，０００円に値下げした効果により、大幅に増えた平成２

５年度より減ったが、平成２４年度の４，２０７，０００円は上回った。 

今後も終身会費を年代ごとにターゲットをしぼるなど、積極的な取り組みを推し進め

ることが肝要と思われる。 

 

  ２．同期会の開催支援 

平成２２年より６０歳還暦を迎えたＹ校卒業生の同期会の開催を支援している。平成

２６年度もＹ校昭和４７年卒業生１０４名が集い旧友との再会に盛りあがり、進交会を

思い出させる効果に大いに役立っている。 

また、市大ホームカミングデーは、世話人を選出し、同期の会員らに積極的に呼び

かけた結果、１６１名という前年の約２倍の卒業生が参加し、大学側からも感謝の言葉

をいただいた。なお講演は、整形外科医で市大客員教授の中村格子氏が、「美しく健やか

に年齢を重ねるコツ」と題して講演し、好評であった。 

   

３．２階テナント確保 

     進交会館２階のテントが退去して２年近く空室状態が続いており、進交会財政を圧迫

している。早急にテナントを確保することが焦眉の急である。 

   

４．委員会活動の活性化 

     従来の４委員会を３委員会に統合し、各委員会のスリム化、業務の明確化を図ったと

ころ、一定の成果が得られたものと思われる。 

      

 

 



 

［Ⅱ］会員の状況 

   １．本年度新会員 

Ｙ校 ２７７名 

市大   ９２４名 

合 計           １，２０１名 

２．会員総数      

区 分 会員（物故者を除く） 住所不明者 現 在 数 

Ｙ 校 ２３，６５３    ８，０９２   １５，５６１ 

Ｙ専・専修科 ９８７      ５２２  ４６５  

市 大 ３４，４４０  １４，７１０   １９，７３０ 

合 計 ５９，０８０     ２３，３２４ ３５，７５６ 

   【市大生内訳】    

区 分 会員（物故者を除く） 住所不明者 現 在 数 

商学部 １４，８１２ ６，２２１  ８，５９１ 

文理学部  ９，４２８  ４，３２５    ５，１０３ 

国際文化学部         １，０３２  ６３０ ４０２ 

理学部 ６９０           ３２６ ３６４ 

医学部(医大・医科大) ２，７４３       １，０６１   １，６８２ 

国際総合科学部  ２，０９６            ３２０ １，７７６ 

看護(高等看護含む) ３，６３５          １，８２５ １，８１０ 

その他 ４                     ２       ２ 

合 計 ３４，４４０      １４，７１０      １９，７３０ 

                            （平成２7年３月３１日現在） 

[Ⅲ] 進交会の定例事業 

１．社員総会 

（１） 開催日時 平成２６年５月２４日（土）午前１１時００分より 

（２） 開催場所 進交会館 ５Ｆ会議室 

（３） 出席者  ５０名（委任状４０名） 

（４） 議 題 

① 第一号議案 平成２５年度 事業報告承認の件 

② 第二号議案 平成２５年度 決算報告書承認の件 

③ 第三号議案 平成２６・２７年度理事・監事選任決議の件 

       第一号議案、第二号議案が承認され、第三号議案平成２６・２７年度理事・監事

の選任決議がなされ、社員総会終了後に懇親会を開催。 

 

２．進交会報第８０号の発行 

第８０号は平成２６年１０月６日に発行し、会員全員に配布。今回の進交会報は、８０

号記念号にあたっての理事長挨拶、市大新学長の挨拶、Y校新校長の挨拶に引き続き平成

２６年１月に亡くなった野並豊名誉理事長を偲ぶ記事を掲載。 



 

その他例年通り、各支部の活動報告や、会員の同期会便りのほか、市大、Y校生の様々

な活動や活躍を掲載。写真も多くして、母校の現状や、会員の活動をわかりやすく伝える

ように心がけた。 

 

３．新年懇親会の開催 

平成２７年１月３１日（土）に崎陽軒本店４Ｆで開催。参加者は招待客を含め１３０名

であった。アトラクションは、「団塊の世代の唄」のバンド演奏と歌、横浜レク・フラ市

民の会のフラダンスがあり、最後に恒例の福引を行い参加者に好評であった。 

この席で叙勲・受章の表彰を行い、秋谷理事長が受章者に記念品を授与した。なお、受

章者は次の通りである。 

平成２６年瑞宝中綬章、横浜文化賞  加藤 祐三 様 

          瑞宝双光章        小島 幸司 様 

          瑞宝単光章         南 信一郎 様 

     平成２５年藍綬褒章         岸 日出夫 様 

   以上４名 

[Ⅳ] 理事会、各委員会及びその他の会合 

１．理事会 

第一回理事会 平成２６年５月２４日（土） 午前１１時３０分より 

      第一号議案 平成２６・２７年度理事長及び業務執行役員選任の件 

      第二号議案 顧問及び相談役承認の件 

第二回理事会 平成２６年６月１９日(木)  午後５時３０分より 

        第一号議案 公益目的支出計画実施報告書承認の件     

        第二号議案 平成２６・２７年度各委員会の委員候補者承認の件 

        第三号議案 従業員夏季賞与支給の件 

第三回理事会 平成２６年１１月２０日(木)  午後５時３０分より 

            第一号議案 平成２６年度上半期決算報告承認の件 

            第二号議案 平成２７年進交会新年懇親会開催承認の件 

            第三号議案 職員冬季賞与支給の件 

     第四回理事会 平成２７年３月２７日(金) 午後５時３０分より 

           第一号議案 平成２６年度収支見込（案）と 

                        平成２7年度収支予算（案）承認の件 

           第二号議案 定款変更承認の件 

           第三号議案 細則変更の件 

           第四号議案 役員選考委員会委員候補承認の件 

           第五号議案 社員総会の日程及び議題の件 

 

     第五回理事会 平成２７年４月２４日（金） 午後５時３０分より 

           第一号議案 平成２６年度事業報告（案）承認の件 

           第二号議案 平成２６年度決算報告（案）承認の件 

           第三号議案 平成２７年度事業計画（案）の件 



 

           第四号議案 平成２７年度収支予算（案）承認の件 

第五号議案 選挙管理委員会委員承認の件 

第六号議案 顧問承認の件 

 

２．各委員会 

平成２５年３月２８日開催の理事会で従来の４委員会（総務委員会、広報委員

会、事業委員会、文化厚生委員会）を名称変更及び統合により３委員会に変更す

ることを決定し、それに基づき委員会活動の活発化を図った。これにより各委員

会のスリム化、業務の明確化が図れ、一定の成果が表れているものと思われる。 

 

３．部 会 

（１） Ｙ校会 

        平成２６年度は『組織の拡大・活性化』『母校への積極的支援』をテーマに掲げて

取り組んできた。『組織の拡大・活性化』の一環として、「Ｙ校会だより」を年２回発行し、

Ｙ校会活動のＰＲを行い賛同者の増加に努めた。また１２月の「Ｙ校会の集い」は例年を

上回る１１５名の参加があり、そのうち昭和４０年以降卒業の会員が過去最多の５０名、全

体の４３．５％を占め活性化が高まった。更に、「漫画で知るＹ校のはじまり」の冊子を作

成し、会員・Ｙ校生徒・Ｙ校職員等に配布し、美澤進先生及びＹ校の歴史への理解を深

める事に貢献した。母校への積極的支援策としては、Ｙ校祭用の懸垂幕、コピー機、

洗濯機の寄贈を行い、２７年度はさらに生徒への学術支援も積極的に行う所存であ

る。 

以上の施策の他、新たに「東京社会見学ツアー」「麻雀大会」を定期的行事として

実施し、正会員数は３７％増、会費収入は８４％増の成果を得た。 

２７年度も引き続き上記テーマをさらに前進させ、信頼される充実した確固たる組織創

りをして行く方針である。 

 

（２） 市大会 

 市大会は、これまで２年に１回の市大同窓会パーティーを開催してきたが、そ

のほかに日常的に活動を活発化すべく、協議会を持って議論してきた。その結果

ホームページの立ち上げによって情報を提供すること、それにより異業種交流や

若手の会員や市大在学生との交流促進を進めること、あるいは市大のキャンパス

ツアーなどを企画して会員の参加を募ることなどのアイデアが出されている。ま

た市大の嘗ての著名教授の研究業績展や回顧展などを、大学と協力して開くなど

の活動も実現しつつある。今後も議論を深め、一つずつ実現していく所存である。     

 

 [Ⅴ] みなと倶楽部・文化教室 

     みなと倶楽部 …… 売上 １，１６２．１万円（前期比１００．３％） 

         売り上げは前年度とほぼ同じ水準であり、赤字幅は若干であるが減少してい

る。しかしこれは人件費等の減少によるもので、様々な売り上げ増の方策を着

実に実施して、売り上げ増加を図っていかなければならない。 



 

     文化教室 ………… 生徒延べ人数  ６６５名（前期比７７％） 

               定例講座を含めた収入 ２１５．１万円（前期比７５％） 

         どの教室も高齢化による生徒数減少と会費収入の減少、また教室閉鎖の恐れ

もあり、若年層の取り込み、新たな教室の開講等が急務である。 

 

[Ⅵ] 母校関係 

１．Ｙ校・市大行事への参加 

（１）Ｙ校 ① 入学式 平成２６年４月８日(火)  出席者：秋谷理事長、 

② 卒業式 平成２７年３月１日(日)  出席者：秋谷理事長、田宮Ｙ校会会長      

（２）市大  ① 入学式 平成２６年４月７日（月） 出席者：秋谷理事長、川辺副理事長ら 

②「第６３回医学のために献体された方々への感謝の集い」 

平成２６年１１月１５日（土） 出席者：秋谷理事長 

       ③ 卒業式平成２７年３月２５日（水）出席者：秋谷理事長、川辺副理事長ら 

        

２．表彰・支援 

   （１）表 彰 

         ・ 市大 「進交会賞」９名（国際総合科学部７名、医学部２名） 

         ・ Ｙ校 「奨学金」 ７名（クラスの成績優秀者） 

              「美澤皆勤賞」４６名（３年間無遅刻・無欠席の生徒に授与） 

（２）広告掲載 

・ 市大：運動部連合会、浜大祭、混成合唱、管弦楽団 

         ・ Ｙ校：Ｙ校文化祭、Y校吹奏楽部ＯＢバンド 

（３） 母校への支援 

   ・ 市大：７０万円 浜大祭へ：１０万円    

        他「献体された方々への感謝の集い」への助成  

・ Ｙ校：２１万円、Ｙ校祭硬式野球招待試合費用援助  ５万円 

 

［Ⅶ］支部関係 

   静岡支部総会   平成２６年 ４月１９日 秋谷理事長、山本理事、市村事務局長 

   名古屋支部総会  平成２６年 ７月 ９日 秋谷理事長、市村事務局長 

   近畿進交会総会  平成２６年１０月１７日 秋谷理事長、市村事務局長 

   千葉県支部総会  平成２６年１１月 ８日 川辺副理事長、市村事務局長 

   宮城支部例会   平成２６年１１月１５日 市村事務局長 

 

以上 

    

 

 


